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●はじめに 

只今ご紹介をいただきました JR 東海の須田でございます。よろしくお願いいたし

ます。私は鉄道屋でございますけれども、観光の仕事のお手伝いをいたしております

ので、今日は海事関係の方が多くいらっしゃいますので、「海と観光」ということに

ついてお話をし、かつその中でこの神戸というのは、非常に私はその全国的に見て稀

な観光資源の揃った町だと思っておりますけれども、そんなようなことについてお話

をしてみたいと思います。お手元に簡単なレジメをお配りしてございますので、それ

をご覧いただきながらお聞きとりいただければ幸いでございます。 
 

● ｢観光｣の現状と展望  

～観光の低迷：国内観光の低迷と国際観光の不振～  

今、観光がどういう状態にあるか、先程長官からお話がございました。一言で申し

上げますと、観光は低迷している。残念ながら。特にインバウンドにつきましても、

震災の影響がまだ必ずしも払拭されていない。戻ってはいるけれども、依然弱含みの

状態だ。こういうふうな状況にあると思います。何故でしょうか。これだけ観光立国、

観光立国と言っても、そのように伸びないのは何故だろうかと。こういうふうに考え

てまいりますと、何か今ここで観光のやり方を変えなきゃいけない。従来と同じよう

な観光をやっていたのでは、最早マンネリになりまして、なかなか大勢の人が来なく

なってきた。もっと言葉を変えて言いますならば、観光の国際競争力がなくなってき

ている、そういう状態に今あるのではないかと思います。そんなあたりから考えてま

いりますと、そこで期待されますのが、例えば「海の観光」であり、そしてそういう

「海の観光」の楽しみ方といたしましても、何か新しい方法で観光資源を磨きあげて

いく、そういうことがあるんじゃないだろうかと思いますので、今日はそんなような

ことについてお話をしてみたいと思います。 

 
～観光の形態とニーズの急速な変化～  

今申し上げましたように、観光は低迷しております。国際観光も同じであります。

これは先程お話がございましたから、私から敢えて重複を避けますけれども、何とか

伸ばさなくてはいけない。どうしたらいいだろうかと、こういうふうなことになって

くると思います。何故低迷しているんだろうかということを考えてまいりますと、い

くつか理由があると思います。１つは観光客のニーズが変ってきた。それに対して観

光の受入れ側が十分対応しきれていない。それが１つあると思います。もう１つは観

光の形が変ってきた。それに対してまだ観光地のほうが受入れ体制が十分ではなくて、

そこにミスマッチが起こってきた。そんなようなところにも原因があるんじゃないん

だろうかと私は考えます。 
一例を申し上げますと、今のような観光のニーズといたしましては、これまでの観

光というのは、どちらかというと見物観光中心でありました。最近の観光は必ずしも

そうではありません。見物と温泉だけでは観光は成り立たなくなってきております。

どういうニーズがあるのか。何か観光地で体験をしてみたい。体験観光ですね。それ

から勉強をして観光をしたい。あるいは観光に行って勉強をしたい。学習観光と申し

ますけれど、そういったニーズが高まってきておりますが、観光地のメニューのほう

が、十分それに伴っておりません。何となくそこに１つの不満が残る。こんなような



 
 

ことではないかと思います。もう１つは、観光の形が変ったということでございます。

従来は、大型の団体中心に大勢の方々が旗の下に引率されて動いた。こんな観光が中

心でございました。それが今はそうではございませんで、団体が急速に減ってまいり

まして、個人の観光、ないしは小人数のグループの観光に変ってきております。これ

も観光地のほうでは、なかなか受け入れ体制が伴っておりません。 
大きな大型の団体を入れるような、何十台バスが来てもいいような旅館の大ビルデ

ィングが建っているわけでございますが、それが今は持て余されている。衝立で広い

座敷を仕切って食事に使っているようなそんな状況がございます。これもニーズが変

ってきたのに観光地のほうがまだ対応しきれていない。従って、何となくそこに不満

が残る。何となくマンネリになってきている。だから日本人は外国に行くことが増え

てまいりました。千数百万の方が毎年外国に参ります。それもこの頃そろそろ落ちて

きた。何故かと言いますと、もう皆さん大体外国に行ってしまった。「一回行けばい

いよ」ということで、「もう一遍日本の良さを何か見てみたいな」というふうな気持

ちに今なっている。しかしそれが何となく満足されない。そんなようなところが今の

観光の状態ではないかと思います。 

 
～「観光革新」の実現～  

それからさっきも申し上げましたけれども、観光というのは、今非常に競争の激し

いマーケットになっております。例えば観光以外の他のアミューズメントがございま

す。子供に「旅行に連れて行ってやろうか」と言いますと、今は「TV ゲームを買っ

てくれ」と言う時代です。それから観光の中でもやはり外国の観光地と日本の観光地

が競争をしている。新潟やなんかのスキーのお客様がどんどん減ってきた。それはス

キーそのものも減ってきたんでしょうけれども、その方々はどこに行っているのか。

オーストリアやスイスに行って、スキーをやっている。そんなような状況です。海水

浴場が減ってきた。サイパンやグアムや沖縄の海水浴。沖縄は国内だからいいでしょ

うけれども、そんなところにお客様を取られてしまっている。だから国内の観光地相

互に、外国の観光地との間にお客様の取り合いがあるということですね。同時にそれ

以外に観光の他のアミューズメントというのが非常に増えてまいりまして、例えばオ

ペラの鑑賞だとか、音楽会だとか、そういうようなものに行くわけでありますが、こ

ういったものには相当お金がかかりますから、観光とどちらにお金を出そうかなとい

うことになってくる。それと何となく観光というのはもう行ったから、飽きてきたか

ら、じゃあ今度はオペラだということになりまして、そういう他のアミューズメント

との間に、非常に激しい競争関係がある。その中で先程のように、観光地が十分観光

客のニーズを満たしきれておりませんから、ミスマッチがありますから、そこでやは

り何となく国内の観光地というものは伸びなくなってきた、そういうところに私は原

因があるんじゃないかと思います。 
そう考えてまいりますと、今後の方向が出てくると思います。何か観光のやり方を

考えなきゃいけない。従来と同じ観光資源があるにしても、その見方を変えなきゃい

けない。一番いいのは新しい観光資源をどんどん開発することです。しかしそれがな

かなかそうはいきません。今、それが成功しているのは、ディズニーランドぐらいで

ありまして、毎年何十億というお金を投じまして、出し物を替えております。ディズ

ニーランドは毎年行ったら何か新しいものがある。したがって、リピーターが来るわ

けであります。京都や奈良でそんなことをやろうと思っても出来ません。やったらそ



 

れは文化財の破壊になるわけでありますから。従って、観光資源を新しく創るという

ことは、容易なことではありません。急に温泉が湧くわけでもありませんし、有名な

お寺や神社がすぐ出来るわけでもない。そうなりますと、今ある観光資源の見方を変

える。ディズニーは、今ある観光資源の一部の形を変えているわけでありますけれど

も、他の観光資源はそう簡単に形を変えるわけにはいきませんから、観光資源の見方

を変える。違うところからスポットを当てて観光資源を見てみる。そうなると、そこ

に何か新しい魅力が浮かび上がって来る。そこを私どもは見つけていかなくてはなら

ない。いわゆる新しい観光が何かそこに必要だ。こんなところに来るんではないかと

思います。 

 
～観光産業の再活性化～  

そうなりました場合に、私どもが考えなければいけないというのは、従来の観光資

源の見方を変えるという意味におきましては、色々新しい観光の仕方、こういうふう

なものを私どもは提案をいたしまして、大勢の方々にたびたび来ていただこう。そん

なことを今考えなきゃいけない時代になっております。それじゃどういうふうな新し

い観光があるのかということについて、次に申し上げたいと思います。１つは、私は

テーマ別の観光ということを言っておりますけれど、観光地に行く場合に、いい景色

を見る、古いお寺や神社を訪ねる、温泉に入るということの他に、何か１つの主題を

持って、今回はここに中心を置いて観光資源をその角度から、いわば横割りにして見

ていこうじゃないか。そんなような問題意識を持って観光に行きますと、観光資源の

見方が変ってくると思います。テーマ別であります。それを我々の生活に身近なテー

マを選ぶ。例えばものづくり。産業ですね。産業というものを観光資源にしたらどう

か。工場の見学だとか、工場の景色を見るとか、あるいは自分で焼き物を焼いてみる

とか、漁業や農業を体験するとかという産業観光。これがものづくりをテーマにした

観光資源であります。また街道観光というのもあるわけですが、道の観光ですね。道

というものをテーマにして、あらゆる観光資源を道のサイドから見て、道を歩く人の

目線に立って、観光資源を見たらば、これまでとは違う角度から観光資源が見えてく

るんじゃないか。 
次に都市の観光。町の観光ですね。これはその町の何々じゃなしに、例えば神戸の

港や神社でなく、神戸という町の持っている１つの雰囲気、そういうふうなものを味

わうということにしていったらどうだろうか。まあ市風と申しますか、そんなような

ことを考えれば、神戸の町自体から１つのムードが浮かび出てくる。新しい観光のム

ードが出てくる。それを見つけていこうじゃないか。例えば東京の湾岸副都心だとか、

大阪南港地域だとか、福岡のキャナルシティだとか、そういったところは既にそうい

うふうなニーズをある程度満たしつつあるところだと思いますが、そういうふうに町

を見て行く。これが新しい都市観光じゃないかと思います。今、申し上げましたよう

に、暮らしにもっと密着しているのは、「ものづくり」であります。「道」でございま

す。住んでいる「町」でございます。こういうふうな「道」、「ものづくり」、「町」。

そういうふうなものに着眼をして、観光資源を横割りにして見て行こうというのが、

テーマ別の観光だと思います。 
 

● ｢海｣と「観光」の新展開  

～「海の観光」への期待～  



 
 

例えば「海」。今日のテーマでございますが、「海」というものを見ます。海という

のは、今までは景色の観光。きれいな海だとか景色のいい海だとか海岸の美しさとか、

島々の美しさとか、そういうふうなものを見る観光が中心でございました。海という

のは、しかしものづくりという産業の面から見れば、一体どういうことが言えるだろ

うか。それは漁業の場なんですね。漁業の場、つまり魚を捕る場所です。どんな魚が

いるだろうとか、魚を捕るには地引網があるだろうとか、鯛網があるだろうとか、あ

るいは潮干狩りがあるだろうとか、一本釣りがあるだろうとか、色々なものがあるだ

ろうと思うのであります。ホエールウォッチングというような漁業観光もあります。

そういうふうなものを見てまいりますと、海というのは漁業の場から見ると、これま

での景色だけとは違う角度から海が見えてまいります。 
今一つ海というのは交通の場でありますから、船が通ります。クルーズ船があるか

どうか、先程話がありました。それから遊覧船、あるいは川下りができるかどうかと

か、そんなことになってまいります。あるいは場所によっては潜水艇があるようなと

ころさえあります。そういうふうな海の楽しみ方、交通運輸の面からいきますと、そ

れで海が見えてくるわけです。景色の他に、漁業の場としての交通の場としての海と

いうものが新しい観光の見方として浮かび上がってまいりますと、海が立体的に見え

てくると思います。海というものがそういうものを見る余地のある、色んな新しいテ

ーマ別の観光を展開するために、非常に大きな材料を展開しているということを私は

感じます。それがひとつの新しい観光の見方、テーマ別の観光ということではないか

と思います。 

 
～新しい観光（ニューツーリズム）での「海」～ 

次にございますのは、いわゆるニューツーリズムであります。新しい観光の仕方。

例えばヘルスツーリズム、健康を念頭に置いた観光だとか、スポーツツーリズム、ス

ポーツをやって観光をするとか、あるいは観光地でスポーツをするとか、そういうふ

うなことですね。あるいはグリーンツーリズムと言って、全然自然をいじらないで、

自然の中に入って自然を楽しむ、自然に親しむ、そんなような観光。こういうのが新

しいやり方の観光でございますけれども、そういうふうなものもあるだろうと思いま

す。 
それから最近、食の観光という新しいジャンルが出てまいりました。食べ物の観光

ですね。食べ物の観光というのは、従来はほかの観光に付帯してあったわけでありま

す。温泉に行きますと、温泉まんじゅうを買っていく。神戸に来ると瓦煎餅を買って

帰る。そういうふうなものがありました。これはしかし観光に付帯をしているわけで

ありまして、瓦煎餅を買うためだけに神戸へ来るという観光客はあまりなかったと思

います。今はそうではなしに、例えば B 級グルメなんていうのがございまして、今

話題になっておりますが、これはそういうものを作っているところへ行くわけですね。

B 級グルメでトップになりましたのは、山梨県の甲府のモツ煮であります。第二位は

宇都宮の餃子であります。 
こういうふうなものになりますと、最近甲府に行く人が増えてまいりました。何を

しに行くのか。甲府市内の色んなお城等とか何かを見に行くのではありません。モツ

煮を食べに行くわけであります。帰りはモツ煮を買って帰る。それ以外どこにも行き

ません。私どもの住んでおります愛知県で、B 級グルメのベストテンに入っていると

ころが一箇所あります。豊川稲荷のある豊川のいなり寿司であります。それで最近豊



 

川に来る人が非常に増えたそうでありますけども、稲荷には行かないでいなり寿司だ

け食べる。いなり寿司だけ買って帰る。そういう観光客が大変増えてきております。

ちょっと残念な気もいたしますけれども、折角来て何故豊川稲荷に行かないのか分か

りませんが、その人々は食の観光なんですね。各地のうまいものを食べ歩き、それを

見るための観光なんです。新しいジャンルの観光がそこにあると思います。 
温泉の観光でも色々やり方が違ってきております。温泉客を町へ出すために浴衣を

着て行った人は、確か物価が安い、そのような温泉が城崎にあると思います。別府に

行きますと、八湯温博と申しまして、別府にある８つの温泉の泉源毎に博覧会に見立

てまして、色んなイベントをやる。それで８つの泉源を全部回らないと別府に来たよ

うな気にならない。来たことにならないというようなそんなムードが今出来てきてお

りまして、温泉博覧会的なニーズですね。八湯温博と申します。８つの湯の温泉博覧

会。そんなようなやり方の温泉観光が出てきた。色々変ってくるわけであります。そ

ういうことをやらないと、なかなか観光客が新しく来ていただけない。そして観光の

競争には勝てない。そういうところに来ていると思います。ただそれは今までの観光

資源はそのままであって、その見方を変える。そこでひとひねりすることによって、

新しい観光資源ができたのと同じ効果を出さなきゃいけない、ということになるわけ

でございますが、そうなってまいりますと、海というものは非常にそれに相応しい。 
 

～観光にいろどりをそえる「海」：景観との接点～ 

海の見方には色んな見方がある。やっぱりさすがに世界の３分の２は海だそうであ

りますけれども、「海は広いな大きいな」でありまして、色んなものが海にはありま

す。私は海というものを、一遍新しい観光のサイドからちょっと考え直してみたいと

思います。お手元の２のところに書いているのはそれでございます。まず、観光に彩

りを添えるという意味におきまして、海は非常に大きな役割を果たします。ちょうど

刺身のワサビのような。そんなものがあります。海というものが背景になっているこ

とによって、海そのものでなくても、海の周辺にある、例えば神戸なら神戸の町にあ

る観光資源というのはそれだけ光り輝いてまいります。これは海のポイントでござい

ます。何気なく皆さんは見ておられるかもしれません。海がいつもあるわけですから。

よそ者が神戸に参りますと、やはり神戸は海がある。水辺がある。その後ろに神戸と

いう町がある、となりますと、よそなら何とも思わない普通のビルディングが、神戸

に来ると海をバックにしていると違って見えてまいります。よそ者はそういうふうに

海を見ます。それぐらい海というものは観光地に彩りを添える大きい効果がございま

す。 
残念ながら京都、奈良という世界的観光地には海はありません。だから京都や奈良

それぞれが、それほど景色がいいところとはなっていないわけであります。景色は悪

くありません。私は京都の人間ですが、決して景色は悪いとは思いませんが、京都に

は水辺がないんです。奈良にもないんです。海がないんです。そうなりますと、景観

というところに１つ何か欠けたものがある。神戸はそれがあるわけでありますから、

神戸の観光資源に彩りを添えるものとして、海というものをもう一遍見直してみて、

海と神戸の観光資源というものの関わり合いというものを、地元の方々が一番よくご

存知なわけでありますから、そこを少し演出して情報の発信をする。これによって随

分観光地の観光資源というものが変って来ると思います。 
それに１つは景色の面であります。もう１つは歴史の面です。観光には自然の景色



 

と歴史文化と２つの大きな観光資源のジャンルがあります。海は歴史の場であります。

つまり海というものは、文化を運んできたわけであります。今、鉄道や航空がありま

すけど、昔は海しかない。したがって、海が船から文化を運んできたわけであります。

奈良時代の日本の文化は遣隋使、遣唐使というふうな中国とのやりとりで、日本の文

化はその文化を融合して作った文化でありますけれども、これは正に海に媒介された

文化であります。海道という言葉もあります。海の道。例えば北前船が、神戸が終着

港であった時期もありますけれども、こういうような船によって、日本国内の色んな

地域相互が結びついて、そこに１つの文化ができていく。江戸時代の文化というもの

は、北前船に依るところが非常に大きいと言われておりますけれど、その場合この町

はやはり大きな役割を果たしております。そんなようなこともあるし、歴史文化の１

つの原点でもある。 
 

～「海上交通」の観光資源化～ 
その意味から海というものを、もう一遍見直してみる必要があると思います。次に

今度は海上交通、これをそのまま観光資源そのものにしていこうと、こういうことが

考えられると思います。ちょっとさっきも触れました。また先程長官の話にもクルー

ズ船の話がありました。クルーズ船というのは、最近出てきた１つの新しい観光のジ

ャンルであります。一種の産業観光です。船というものが、人間が A から B に行く

ために乗る乗り物として使う。いわゆる観光地に至るアクセス手段であります。とこ

ろが最近は、手段から脱皮をいたしまして、船に乗ること自体が観光になってきた。

船の観光資源化、海上交通の観光資源化、海上交通、海上運輸機関というものが、即、

観光資源になった１つの例だと思います。 

 

～「港湾都市」の観光資源化～ 
神戸は先程のお話のように、この中でも大きなウェイトを占めております。神戸

に上川さんという元消防局長がおいでになりますけれども、この方はクルーズ船の研

究をされておりまして、色々とご自分も参加されておられる。この方のお話によりま

すと、もっとクルーズ船を伸ばさなきゃいけない。ところが今どうもクルーズ船とい

うのは、日本では贅沢な乗り物、お金持ちの観光資源だというふうに捉えているけれ

ど、そういうものじゃないんだと。外国では、一般市民が気軽に利用するものになっ

てものすごい普及をしている。日本もそういうふうなものに乗り遅れると、今に外国

のクルーズ船に全部席巻されてしまうんじゃないかというふうなこともおっしゃっ

ておりますけれども、そんなことも考えてまいりますと、クルーズ船というのも考え

るだけでも、神戸の観光というのは、ひと味もふた味も違ったものになると思います。 
クルーズ船というのは、港を出て、極端なことを言えばどこかに航海して、すぐ元

に帰って来るわけでありますから、A から B に行くのではありません。A から出発

してまた A に戻る。その航海をしている過程そのものを楽しむ。それがクルーズ船

でございます。正に、これは交通手段が、即観光資源になっている例でありまして、

私は第三次産業であるところの運輸産業観光だと思っておりますけれども、このあた

りも１つの大きな海の着眼点ではないかと思います。それから今度は港であります。

海には必ず港がある。特に神戸のような大都会では港がある。神戸は横浜と並んで日

本の有数の港であります。ここには独特のものがあります。１つの精神的なものでは、

港町情緒と言われるような、そういうふうなものがあります。それからまた港という



 

のは、色んな港湾施設がある、倉庫がある、大きな昔の古い倉庫があって、これは重

要文化財になっているものさえ横浜にはあります。 

 

～産業観光：第１次（漁業）、第２次（生産）、第３次（運輸）～ 
港の色んな設備、荷役設備、灯台、港の防波堤。色んなものが観光資源になってい

るわけであります。それらをひっくるめて、総合的な観光資源になっている。森進一

の歌に『港町ブルース』というのがございますが、あの中に釜石と気仙沼が歌われて

おります。今は被災地でありますけれども、あの歌が流行ってから釜石と気仙沼に来

る人が激増したそうであります。そんなようなことでございますから、何か港の情緒

を求めて来るという、そういう都市観光的な要素。これも海があるからこそ、そこに

観光資源としての価値がある。正に、神戸はこの典型的な場所だと思います。 
色々考えてまいりますと、海というものはそのように色んな角度から見ることがで

きる。観光資源に彩りを添えるというワサビのような役割を果たすことから始まって、

海そのものが観光資源になる。景色の面でも歴史の面でもそれは観光資源になる。大

きな観光資源の典型でもある。それから海の上を走る交通そのものも観光資源になる。

今度は海の施設、港湾施設、これ自体が港町ということになって、１つの大きな総合

的な観光資源になる。海というのは、観光面では私は大変なものだと思います。そん

なようなものが、この神戸には揃っているように思います。 
次に、新しい先程申し上げたテーマ別の観光の中で、海というのはどういう役割を

果たすでありましょうか。ここに書いてございますように、先程もちょっと触れまし

たが、第１次産業では漁業の場であります。釣りをする、地引網をする、潮干狩りを

する。これは全て産業観光です。漁業を体験する観光でありますから、この中に高知

に行くとカツオの一本釣りなんていうのもございます。これも今は観光資源として大

きく売り出しておりますし、伊勢に参りますと海女さんが漁をする。潜水してアワビ

を捕ってくる、あれが今は大きな観光資源になってきております。漁業観光でありま

すが、そういうものがある。漁業観光の場であります。 
それから２次産業からいけば、これは海に関わる色んな工場があります。神戸で典

型的なものは、造船所であり、かつ臨海地帯にあるたくさんの工場だと思います。神

戸に昔「川崎ドックヤード」という大きな看板の付いたガントリークレーンというの

がありました。これは、昔は神戸を紹介する絵葉書に出ておりました。「東洋一」と

確か書いてあったと思いますけれども、造船所の大クレーン。今は無くなりましたけ

れど、あれが神戸の象徴だったわけであります。私は、終戦後この神戸が全部焼け野

原になった時、ここを通りました。ガントリークレーンの下のところで工事をやって

いる火花が散っているんですね。「ああ、神戸は造船所が既に復活したのか。さすが

神戸は偉いな」と思いました。聞いてみたら船を造っているのではない。焼けた鉄道

の車両を叩き直して車にする工事をしておったそうであります。船ができなかったか

らそうなったんでしょう。それでもそれらによって神戸の産業は甦ったわけでありま

すから、やっぱり造船所というのは非常に大きなものがある。観光資源として造船所

を見ますと、よその海のない地域の人間や、そういう造船所のない地域にとっては限

りない魅力がそこにあるわけであります。それは進水式です。 
瀬戸内海のある島に参りますと、造船所のたくさんある島があります。そこでは、

造船所の進水式マップというのがあります。どこにどういう進水式があるか。進水式

は大体公開ですから。それが書いてあって、毎日どこかで船が進水しているんですね。



 
 

何も大きな何万トンという船ではありません。小さな漁船も含めてでありますけれど、

それを見て回るだけでも結構楽しいような、そんなようなマップを見ました。今ある

かどうか知りませんが。神戸の造船所、今はそういう造船所は神戸にはないのかもし

れませんが、周辺にはあると思います。それも大きい観光資源になるということを１

つ考えて、船を造りつつ、それが観光資源になる。造った船が海に入る。これは人間

としては１つの船出ですから、文字通り。船が誕生するわけでありますから、感激の

一瞬であります。これは非常に大きな観光資源になる。そういうことも海の場合には

出てくると思います。 
それから工場。工場がたくさんあると。煙が出るのは嫌だとお考えの方もいらっし

ゃるでしょう。最近は余り煙が出なくなりました。昔、神戸は東の方に参りますと煙

突がたくさん立っておりまして、７色の煙、紫色や桃色の煙が出ておりましたですね。

きれいだったけれども、あれは非常に公害上問題があって、今は煙が出なくなりまし

た。工場というのは、ともすれば都市から離れていきますから、随分神戸の工場も減

ったと思いますが、それでもまだ神戸の周辺には、たくさん臨海工業地帯があります。 
最近、これが観光資源になってきたわけであります。その工場を見学するというこ

とにもなっておりますが、それ以外に工場を夜に海の方から見る。工場の夜景ですね。

これが大変な観光ブームになっております。今それを盛んにやっているのは、川崎、

横浜、北海道の室蘭、それから徳山、今は周南と申しますが、それから北九州、ある

いは四日市。これは既に、工場夜景ツアーというのが売り物になっておりまして、毎

週末にツアーの予約をとりますと、ほとんど満員になるそうです。 
昨年四日市で、全国の「工場夜景サミット」というのが開かれました。それをやっ

ている町が集まって討論をするわけであります。大変な観光資源だそうです。工場か

ら夜景を見ると、照明がある。それは何も観光のための照明してあるわけじゃないん

ですね。工場の操業をするためには照明をせざるを得ない。コンビナートが特にそう

だそうですが、外から見るともう何とも幻想的な景色だと。しかも上の方からチョロ

チョロと火が飛んでいると。これは排ガスを燃やしているんだそうです。あれを見て

いるだけでも、何とも言えない魔法の何とかみたいで非常にいいと。工場の夜景とい

うのは、素晴らしい景色だというんであります。これは何も工場が見せるためにやっ

ているんじゃありませんが、それを見るだけでも観光資源になる。 
神戸でも恐らくそういうことが言えると思います。あるいは神戸は工場じゃなくて

も港の方から見る夜景というのも、１つ観光資源だと思いますけれども、例えばこん

なような産業観光もあると思います。色んなものがあるということをここでちょっと

申し上げたわけでございますが、それから第３次産業ではクルーズ船、フェリーがあ

りますし、最近では橋ですね。架橋。橋そのものが観光資源になっております。 
言うまでもありませんが、本四連絡橋。これはあれを見るために大勢の人が船をチ

ャーターして、あれを海上から見て写真に撮ります。あるいはあそこを通っている列

車に乗って、用がないのに宇多津や坂出まで行って、また児島に帰って来る人がたく

さんいるそうであります。あの橋の上を渡って、あそこから海を見る。橋を見る。そ

ういうふうな観光がある。色んなところにそういうものも出てきておりますけれどこ

ういうものもある。これは運輸に関わる産業観光であります。海でなければできない

ものであります。 

 

～ニューツーリズム：スポーツ観光、エコツーリズム、ヘルスツーリズム～  



 

そんなようなことを考えてまいりますと、産業観光としても１次産業、２次産業、

３次産業、全てにわたる、海は観光資源を提供していると思います。スポーツ、エコ

ツーリズム、ヘルスツーリズムはここに書いてある通りでございまして、それぞれこ

れも海の楽しみがそこにある。マリンスポーツもあれば、海岸の自然を楽しむ、ある

いはホエールウォッチングのようなものもあるし、海は海洋性気候で非常に気候がよ

ろしいわけでありますから、そこで観光を兼ねて長時間逗留をして、滞在型の観光を

する、ヘルスツーリズム。健康になる。そんなようなことも最近少しずつ出てきてお

ります。 
資料中に３つ輪が書いてあります。観光資源には、この３つの種類があると思いま

す。１つは従来から言われる歴史文化観光。町の観光、都市観光がここに入ります。

それから左の方にあります景観観光。自然景観観光ですね。景色の観光。これが最も

オーソドックスな観光です。右のほうにありますものづくりの産業観光、これは最近

盛んになってまいりました。神戸でも色々やってらっしゃいます。このちょうど接点

のところに海があるわけです。どれにも関わっている。海というものが、この３つの

観光資源をそれぞれ結びつける働きをしている。そんなようなものではないだろうか

と思うのであります。 

 

～テーマ別観光の接点としての「海」の観光～ 
海の観光に占める役割というのは、非常に大きいということが分かります。あらゆ

る観光資源を結びつける役割をしている。そこで神戸ではどういうことがあるかとい

うことは皆さんほうがご存知かもしれません。しかし、案外皆さんは地元の方であり

ますから、私どもはよそ者でございますので、地元の方は地元の観光資源に余りお気

づきにならないことが多い。それは何故かというと、いつもそこにそれがあるからで

あります。別に珍しいものでも何でもない。だから観光資源という意識がないのかも

しれません。 
私は京都の人間でありますけど、金閣寺なんて行ったことございませんでした。あ

のようなところに京都の人間はあまり行かない。京都の人があそこに修学旅行で行く

ことはありえない。あそこで遠足に行って弁当食べたら叱られます。私が学生のとき

に金閣寺が焼けました。坊主の放火で焼けたんです、しかも。新聞に大々的に出まし

た。初めてそれで皆が金閣寺の価値を再確認したわけであります。京都市民が。それ

で私は隣のおばさんと一緒に銀閣寺に行きました。「もうじき焼けるかもしれん」と

思ったからです。（笑）みんな京都の人です。「金閣寺を見てないから、銀閣寺を見て

おかないといけない」。足利義政と足利義満は違うんですけれど、まあ同じようなも

の。しかしこれは焼けませんでした。今もあります。行かないでも良かったわけであ

ります。しかし観光というのはそんなものなんです。 
静岡へ参りますと、富士山を見ても静岡の人は感激いたしません。静岡の駅で屋上

に会議室ができた。会議室はすりガラスになっている。「何ですりガラスにしたのか」

と聞きましたら、「会議室だから気が散らないでいいんだ」というんです。「じゃあ、

富士山が見えないじゃないですか」と私が言ったんです。「なんで富士山が見えなき

ゃいけないんですか」と言われました、私は。「なんで富士山が見えなきゃいけない、

そんなものはわざわざ見る必要はないでしょう、あそこにいつもあるんだから」。「な

るほどな」と思いました。そんなものなんです。確かに富士山は 3,776 メートルであ

りますし、京都は歴史の教科書にも出てきますから、京都や静岡の人間も、それを誇



 

りにしていることはある程度事実かもしれませんが、改まって地元の人が観光に行く

場所ではありません。だから情報の発信もしないんです。京都にはこんなものがあり

ますよ、とは誰も発信しない。京都は教科書が発信してくれます。幸いにして。富士

山は 3,776 メートルが無言の情報を出しているわけであります。 

 

● 神戸の｢観光｣と課題  

～マルチ観光：神戸の景観と文化～  

そうでない観光地はみんな埋もれている。地元の人が発信しない場合には。神戸が

そうでないことを祈ります。そうではないと思いますけれど。例えばここには、ここ

に書いてございますが、マルチ観光地、あらゆる観光資源、全部揃っている。こんな

ところはあまりありません。歴史文化の例えば港や神社あり、福原の跡があり、色ん

なものがここにあります。景色がいいことは言うまでもありません。山と海がこんな

に町にくっついているところはあまりありません。東京や横浜に山は遥かかなたにし

かありません。ここはすぐ後ろにあるんです、山の緑が。それが海につながっている。

間に町がある、こんな見事に揃っているところは、地中海の一部の地域を除いてはな

いそうであります。それだけでも素晴らしいもの。産業観光は近代産業もあれば、灘

の酒で代表されるような伝統産業もあります。色んなものを見るに事欠かないわけで

あります。それから都市観光は町並み、港町観光。 
このポートアイランドも、これはよその人が見たら大変な観光資源であります。そ

こを走っておりますポートライナー。あれだってよその人が見たら、運転手と車掌の

いない電車が走っているということは、それだけで乗りに来る人がいるくらい価値の

あるものなんです。あれも観光資源です、極端に言えば。これだけの町を造成した。

六甲の山の裏のほうを開発した土を、スラリーにしてここへ送って埋め立てした。神

戸の人は大変なアイデアマンだったと思います。神戸市長は経営者と言われたことも

あるそうですけれど。そんなシステムを考えてこれをお造りになった。その跡を見る

ということは、これは大変な都市観光資源ですね。そんなことさえあります。ここで

それが開かれたことは大変意義深い。そんなこともあるわけですし、色んなことがご

ざいます。もうこれ以上は皆さんに申し上げる必要はありませんが、あらゆるものが

ある。 
ただ、ここに１つ私は神戸の方にお願いをしておきたいことがある。ショウウィン

ドウが無くなってきていることなんです。つまり神戸が多くの観光客を呼ぶためには、

ショウウィンドウも必要です。情報を出すことも大事ですけれども、京都は新幹線や

列車で京都を通りますと、大きなお寺の塔がすぐ先に見えます。山の方を見ると、比

叡山が見えます。「ああ、京都はこういう町だ」ということが、列車で通ると分かる

わけであります。「それじゃ降りて行って見ようか」と、こうなるわけでありますね。

東京も街の中を見れば、大きなビルが建ったところを列車が通りますから、「ああ、

ここに一遍行ってみよう」と思います。 
神戸は、新幹線ではトンネルばかりであります。どこからも何も見えないわけであ

ります。残念ながら、新神戸の駅のところだけ。それから須磨区の一部。これは本当

に街中じゃなくて山の間ですから何もないところですけれども、そこがトンネルから

外へ出ているだけでありまして、新神戸の駅のすぐ西は神戸トンネル、すぐ東は六甲

トンネル。みんな長いトンネルです。見えないのです。見えないうちに神戸は皆が通

ってしまうんです。神戸の駅を見て、新神戸の駅へ停まるだけでは、神戸がどんな町



 

か、誰が見てもあれじゃ分かりません。ショウウィンドウが無くなっているんです。

これがちょっと私は残念なことだと思います。 
昔は、神戸を本山から須磨まで列車が神戸の町の中を縦断いたしました。住宅地か

ら始まって、工場地帯、それから元町や三宮の繁華街の上を通るわけですから、高架

で。それからゴムの工場が一杯あるような長田のところを通って、須磨の海岸から青

い松原を通ってですね、あの景色のいい、垂水まで神戸市であります。30 キロ位神

戸市ですね。「まあ、色んなものがあるなあ」と、つまりショウウィンドウでありま

す。「じゃあ１つ今度は降りてみて、須磨の海岸でも見てみようか」とか、あるいは

元町のこの繁華街を少し歩いてみようかとか、そういうふうなことが考えられたわけ

であります。私もそれに魅せられて、ここを通過したときにそれを見て一遍行ってみ

ようということで来たわけでありますから。今、ショウウィンドウが無くなっている

んです。これだけ皆さん、１つ是非お考えいただきたい。 

  

～観光資源ネットワークの構築～ 

だから、さっき申し上げましたような神戸の素晴らしさというものを、PR する情

報の発信をする必要があると思います。これは神戸にとって非常に大事なことじゃな

いかと思います。色んな姿を取り上げて、色んなチャンスを使って、今はインターネ

ット等の情報手段も発達しておりますから、情報をお出しになることが必要だと思い

ます。そしたら先程のような多くの観光資源が浮かんでくるのです。その観光資源を

神戸の方が色々ストーリーを付けて、説明を付けて、ネットワークにして、観光資源

相互のつながりを考えて、たくさんあるあまたの星のようにある観光資源というもの

を、１つ１つの星座で結びつけるような、同じ法則を持って動く星が１つの星座を作

っているような。 
例えば、産業観光資源にはこういうつながりがある。歴史観光資源にはこういうつ

ながりがある、そういうふうなものをいくつか作って、それを観光客が選びながら、

自分に最もふさわしい観光メニューをアレンジして作って、そして神戸に来る。それ

が私は必要なことだと思いますので、情報発信を是非お願いしたい。マルチ観光資源

はもう十分あるわけですから。マルチ観光地としての情報発信をお願いしたいという

ことを申し上げておきたいと思います。 
 

～神戸を国際文化観光交流都市に～ 

いずれにいたしましても、神戸は国際文化観光交流都市であります。これは言うま

でもありません。私は観光というのは、文化事業だと思います。人と人との触れあい

を促進することが観光の目的です。文化というものは、人と人とのふれあいから生ま

れるのです。無人島には文化はありません。鎖国をした国にも文化の発展はありませ

ん。人と人とが、国際的にも国内的にも交流し合うことの中から文化が生まれます。

今１つは、観光は大きな経済行動だということであります。人の移動によってお金が

落ちます。大きな経済効果。だから観光は文化行動であり、経済行動でありまして、

単なる遊びではありません。遊びの要素はもちろんあっていいのでありますけれども、

単なる遊びではない。そうお考えをいただいたら、神戸のようなこういう恵まれた地

域にあり、また非常に日本の中核にある重要な立地条件のあるところは、観光こそ、

この神戸がこれから生きていく一番大きな１つの中心になる政策課題じゃないかな



 
 

と思います。 
先程来、色々なお話もございますけれど、よそ者が見た神戸というのは、そういう

ふうに見えてまいります。是非ひとつ皆様は、そういう観光資源の宝庫の上におられ

るんだということをご認識いただきまして、皆様方が、神戸の観光資源を情報発信し

ていただいて、１人でも多く方がこの神戸に来るように、来たらその方々と地元の

方々が対話をしていただいて、コミュニケーションをしていただいて、そこに新しい

ひとつの観光文化というものを、神戸を中心に作り上げていただけるように心からお

願いして、私の拙い話を終わりたいと思います。ありがとうございました。（拍手） 

 

●質疑応答  

～JR 東海と観光について～ 

【質問】 名前はイシヅカと申します。所属は家事手伝いでどこもありません。つ

まり週休７日制です。今、色々と面白い話をお聞きしましたけど、須田さんは JR に

おられたので、色々観光のことを詳しいとは思うんですが、私は庶民の立場、つまり

暇だけは十分にある人間から見ると、JR の鉄道費用というのは、つまり横移動の費

用というのは、非常に年金生活者にとっては高い。これは明らかに国際競争力、日本

の観光が国際競争力を失う原因の１つであると思っておるんですけれど、一言もそれ

はおっしゃらなかった。この辺を私達年金生活者がもっと自由に気楽に動ける形をと

ったら、遥かに観光客が増えると思うんですよ。なんせ、暇だけはありますから。そ

れで私もジパング倶楽部という JR の特別のサービスを受けて、３割安いチケットを

買っておりますけどですね、ところが「のぞみ」には乗れない。われわれ本当は先が

短いんでですね、急がなくちゃいけないんだけれど、「のぞみ」には乗れないと。是

非ともその辺を「のぞみ」でも空いている時間があるわけですね。その空いている時

間を是非とも「のぞみ」を使えるようにしていただくとか、東京―神戸間を片道 5,000
円位にしてくれる。そうするとぐっと東京から人が来ると思うんです。私は東京生ま

れ、東京育ち。女房もそうなんですけど、神戸に在住。これは神戸に魅力があるから。

ただ東京には色々行きたいんですけれど、高くて年にせいぜい一度かそこらしか行け

ないという程度。その辺の運賃の問題。この辺は相談役としていかがですか。 
 
【須田】 運賃が高いことは私も認識しております。今の運賃を作りましたのが、

一番私どもの経営の厳しいときに作った運賃なんですね。つまり国鉄が大赤字だった

頃に作った運賃が、そのまま今も使われているんです。それを JR になってから引き

継いでおりますから、高いところにあることは間違いありません。ただ、それが今安

くできない理由がどこにあるか。それは国鉄が当時持っておりました借金があります。

これを JR がかなりの程度負担をしているわけであります。私どもの会社は、５兆

957 億という借金で、東海道新幹線の施設を借金で買い取りました。それ以外にも借

金がございまして６兆ぐらいの借金を持っていたんですね。年間収入１兆しかありま

せん。 
収入の６年分持っている借金というのは、大変なことなんです。元利均等償還でご

ざいますからだいぶ減ってはきましたが、最初は利子が年間 3,000 億位ありました。

すごい額であります。従って、それを考えてまいりますと、これまでの借金を返済す

る。国から課せられたこれは義務でありますから、この義務を果たすためには、どう

しても運賃を割り引くことができない。それが私どもの厳しい状態であります。私ど



 

ももおっしゃるように競争力がありません。これ本当を言いますとね、東海道新幹線

は借金も何も抱えていないといたしますとね、今よりもうんと安くできる。６割から

７割位の運賃でできるでしょう。しかしそれは出来ないんです、その借金を返さなけ

ればいけませんから。それが私どもの悩みです。 
そういうふうなことがございますので、運賃を下げる機会がなかったし、下げられ

なかった。今もまだ借金が３兆円以上ありますから、まだまだそれができない。利子

だけでも今も何千億と払っているんですから。それが私どもが避けられない理由でご

ざいます。 
 ただ、ジパング倶楽部は今もやっておりますし、これからもやります。色んなこ

とはこれからも考えます。もちろん割引も考えなければいけませんし、むしろ便利な

商品ですね。ホテルや何かとセットして、全体的に見たら安くなるとかいうことを用

意するとか。あるいはもっと便利なダイヤにして、少しでも多くの方々が乗って良か

ったと思っていただけるようなものにして、車両のサービスなり、列車のサービスの

面でお返しするとか、そういうことをこれから考えていくことによって、実質的には

「まあ良かったなあ」と、「あの格安の飛行機に比べれば良かったな」と思っていた

だけるような努力をしていくということが、私どもの１つの命題ではないかと思いま

す。いつの日にか、それが借金の返済が全部終わったときに、今の運賃がいいかどう

かということは、もう一遍私はやっぱり考え直していかなきゃいけない。そんなふう

に思っております。 
それから「のぞみ」の問題でございますが、これは実は私どもがジパング倶楽部の

方々には「のぞみ」を入れておりませんが、「のぞみ」を入れてないんじゃなくて、

今まで通りにしているんですね。今まで通りに。「のぞみ」というのは、新しくでき

たものですから今まで通りなんです。ただ皆さんにちょっと申し上げておきますが、

東海道新幹線には「ひかり」が今１時間に必ず２本あります。「のぞみ」というのは、

１時間に基本は３本なんです。朝晩はたくさんありますが。１本しか違わないという

ことが１つと、「ひかり」はですね、２本ありますが、１本は名古屋―大阪間で、も

う１本は東京―名古屋間で、実は「のぞみ」の速度で走っているんです。「のぞみ」

と全く同じ速度で走っております。停車駅もほとんど同じです。しかしそれは「ひか

り」という名前ですから、ジパング倶楽部でもご利用いただけます。そういうふうに

しておりますので、それほどご利用いただきにくいようになっていないとは思います。 
それから「のぞみ」は、今おっしゃったように、空いている「のぞみ」もございま

すけれども、早朝深夜のものは若干別かもしれませんが、日によってはやっぱり混ん

でいる時間が多い。それから季節によって波動があります。だからある季節は「のぞ

み」に乗っていただいてもいいと。早朝深夜は乗っていただいてもいいということは

考えられないことはございませんけれども、これをやりますと、また非常に複雑にな

ることと、その都度コンピューターのプログラムを作るということもありますし、そ

こにまた大変なコストがかかるんですね。従って、やっぱり私どもは、今のサービス

で極力お返しする。一日も早く借金を返済した暁には、全体的にお返しすることを考

える。それまではちょっと今のやり方を、私どもはもう暫くとらせていただかざるを

得ない。私も残念です。飛行機ともっと競争したい。私どもが本当に本気になって競

争したら、格安航空なんか全然要らないぐらいの競争ができます。しかしそれは昔か

らの借金、これは私どもが昔国鉄時代に悪かったから、責任は私どもに半分ぐらいあ

るんでありますけれども、その責任を果たすために、やむなくそうなっているんだと

いうことだけは、１つ是非ご理解をいただきたい。こんなふうに思っております。 



 

 お答えになってないかもしれませんけれども、敢えてそれで申し上げたかったん

でありますけれど、今ご質問がございましたから申し上げます。せいぜい１つこれか

らもご利用いただきまして、よろしくお願いいたします。 
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「海」の観光 

－国際港湾都市「神戸」の観光を考える－ 

須田寬 

 

１．観光の現状と展望 

 ・観光の低迷（国内観光低迷、国際観光の不振） 

・観光形態とニーズの急速な変化 

 ・「観光革新」の実現 

   観光の国際競争力回復 

   観光産業の再活性化 

   広域観光の展開 

 

２．「海」と「観光」の新展開 

 「海の観光」への期待 

 ―「海」と観光― 

・観光にいろどりをそえる「海」（景観、歴史・文化観光の接点） 

・「海上交通」の観光資源化（アクセス手段から脱皮） 

・「港湾（都市）」の観光資源化 

・海道観光 

 ―新しい観光（ニューツーリズム）での「海」― 

  ・産業観光 

     第１次（漁業） 「釣」「地引網」「潮干狩」 

     第２次（生産） 「造船所」「臨海工場」 

     第３次（運輸） 「クルーズ船」「フェリー」「架橋」 

  ・いわゆるニューツーリズム 

     スポーツ観光（マリンスポーツ） 

     エコツーリズム（海浜の自然、ホエールウォッチング等） 

     ヘルスツーリズム（海洋性気候） 
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  ・様々なテーマ別観光の接点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．神戸の「観光」と課題  

 ・マルチ観光地［景観、自然、歴史文化観光］（神戸の景観と文化） 

        ［産業観光］近代工場、伝統産業 

        ［都市観光］（まちなみ、みなとまち観光） 

              （ポートアイランド、港湾、空港） 

 ・課題 観光資源ネットワークの構築 

     港湾都市（内外）連携観光 

     情報の発信（ショウウィンドウの欠落）の重要性 

     観光を念頭に新しいまちづくり 

 

  ―神戸を国際文化交流都市に― 

 

歴史文化観光 

（都市観光） 

景観観光 産業観光 

「海」の観光 
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